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「残された時間を大切にし、クラスメートとの友情を深めよう！」 3 月全校集会校長講話より 

 

みなさん、おはようございます。さあ、１年間の最後の月、３月に突入しました。１月・２月が

あっという間に、行ってしまい、そして逃げてしまいましたね。今日を入れて残された授業日

数は、卒業生が１５日、その他の学年が１６日となりました。卒業式・修了式はもう目の前に迫っ

ています。考えるだけで、何かワクワクドキドキしてきますね。３月もあっという間に去ってし

まうことでしょう。 

さて、２月の全校集会で、校長先生がお話したことを覚えていますか。「２月いっぱいにやっ

ておくこと」についてお話しをしました。「３月を次のステージに進級・進学したつもりで過ごす

ためにも、２月のうちに今の自分をしっかりと見つめ直して欲しい。」と伝えました。皆さん、実

践できたでしょうか。３月に入った今、次の学年や中学校に進級・進学したつもりで毎日を過

ごして欲しいと思います。特に、「心構え」・人に言われてではなく、自分で考えて積極的に行動

するということを強く意識して生活を送って欲しいと思います。 

次に、これからの行事について簡単にお話しします。まずは、３月９日、卒業生にとっては、

小学校生活最後の遠足「お別れ遠足」があります。在校生の皆さん、卒業生のお兄さん・お姉さ

んたちとたくさんおしゃべりをしたり、遊んだりしてくださいね。そして、１６日、「卒業式予行

練習」が行われます。卒業生にとっては、本番前の大切なリハーサルとなります。次に、２２日

は、「卒業生の修了式と通知表渡し」があります。翌２３日、遂に「卒業証書授与式」が挙行され、

６年生が、この託麻北小を旅立ちます。翌２４日に「在校生の修了式と通知表渡し」があります。

そして３０日、お世話になった先生方とのお別れの式・「退任式」が行われます。このように３月

は、短い期間ではありますが、とっても大切な行事が続いていきます。 

最後になりますが、校長先生が皆さんに最も強く伝えたいことがあります。それは、今のク

ラスメート、担任の先生と過ごせる、残りわずかな時間を大切に、 

大切にして過ごして欲しいということです。来年度以降、今と同じ 

なかまと過ごすことは二度とありません。何かの強い縁で同じ 

クラスメートになった皆さんです。しっかりと友情を深め、 

たくさんの思い出を作って欲しいと思います。 

３月の終わり頃には、全校生の皆さんが、「これで次の学年や 

中学校に進級・進学するための準備は百パーセント整いました！」 

と自信をもって宣言できるようになっていることを大いに期待 

しています。皆さん、ラストスパートです。頑張ってください。 

これで、校長先生のお話を終わります。【3/2全校集会・校長講話より】 

 


